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は じめ に

1965年 の新移民法施行 と、それに伴 う中南米、アジア諸国か らの移民の急増 によって、

アメ リカ合衆(州)国(以 下アメリカ と表記)の 教育 プログラムの中で不可欠の存在 となっ

たバ イ リンガル教 育、英語 と生徒 の母語 のニ カ国語で授業を行 う教育方法であるが、 これ

がむ しろ英語の習得を遅 らせ学力 の低下 を招 き、移民の子 どもたちの 「アメ リカ化」 を妨

げてい るとし、公教育 の中でのバ イ リンガル教育 を中止する よう求めた提 案227が 、1998

年の カリフォルニア州の州民投票で多数の賛成 を得 て可決 された。30年 にわたって発展 し

てきた公教育におけ るバ イリンガル教育 プログラムは、 ここに大 きな歴史的岐路 に立 たさ

れることになったのである。 しか し、提案227が その批判対象 と した時、 このバ イ リンガ

ル教育が、単 に英語 を母語 としない移民の子 どもたちの英語習得のためのプログラムのみ

であるかの ような印象 を一般に与 えて しまったことは誤解 を招 くものであ り、その点は、

はっ きりと指摘 しておかな くてはならない と思 う。アメ リカの公教育 の中でバイリンガル

教育 プログ ラムが生 まれた背景には、それまでのESLと 呼 ばれる第二言語 としての英語教

育が、子 どもたちの民族的、文化 的背景 にあ まり考慮 を払 わず、急速に多数派文化へ の同

化 を進 めようとするあ り方に疑問を持ち、一元 的で はなく多様化、「メルテ ィングポ ッ ト」
1}

ではな く 「アメリカ ンサ ラダ」 といった、新 しい民族、文化複合社会 を目指そ うとす る強

い思想がその根底 にあったことを忘れてはならないだろ う。バイ リンガル教 育 とは、単 な

る教育方法の問題ではな く、 こうした根本的 な社会のあ り方、理想的なアメリカ社会像 を

模索す る運動であったか らこそ広範 な広 が りを見せ、 ここまで発展 して きた ともいえる。
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バ イリンガル教育 を、単 に英語 を母語 としない生徒へ の 「救済」 としてではな く、む し

ろ人種 ・民族的、言語的に多様化 した教育現場 を、教育 内容 を豊かにす るよい機会 として

肯定 的に認めようとした代表的なプログラムは、実は移民数の比較的少 ない 日系 アメリカ

人社会の中で生 まれた。それは、1973年9月 、サ ンフランシス コ公立学校区の中で、全国

初の公立の 日英バイ リンガル ・バイカルチ ャー(両 語、両文化併用)教 育 プログラム とし

て結 実 したのである。 この設立運動 の中心 となった 日系 三世 は、すでに 日本語 をほとんど

話せな くなった世代 であ り、プログラムの対象 となるべ き彼 らの子 どもたち 日系 四世は、

当然英語 を母語 とし、 日本語 を話せ ない児童 であった。 こうして、英語 を母語 とす る日系

アメリカ人の子 どもたちのために、公教育の中でのバ イリンガルプログラムが提唱 された

時、各方面か ら受 けた反撃 は予想以上 の ものであった。バイ リンガル教育が多数派へ の同

化 を助ける手段 として、一元的教育価値 のもとでその機能 を発揮 している うちはいいが、

いったんその枠 を超 える ことに よって、公教育 の基本政策 との間に深刻 な矛盾 を引 き起 こ

すほ どの内容 を持 っていたことがこの事 によって も明 らか にされた。 日系三世の両親の主

張 は、 「モデルマイノリテ ィー」 と呼ばれる 日系 アメ リカ人が、みずか らその言語や文化

を捨 て多数派社会 に同化 していったのではな く、様 々な人種差別法、第二次大戦中の日系

人強制収容 な どの厳 しい歴史的抑圧の中で、その言語 ・文化 を社会的に奪 い取 られてしま

った とい う基本的な認識の上 に立っている。それは、 したが って、その奪 い取 られたもの

を次代 の子 どもたちに伝 える責任 は、 アメ リカ社会、つ ま りは公教育 こそが負 わなければ

な らない という当然 の帰結を もた らす ことになる。

最大 の移民人 口を抱 えるカリフォルニア州で、公教育 においてこのバ イリンガル教育 を

廃止 しようとす る提案が可決 された とい う厳 しい現実の中で、こうして、思想 として、又

マイノ リティー運動 としての側面か らのバ イリンガル教育の中身を理解す ることが、 こと

に今、重要であるように思 う。現在、サ ンフランシス コ公立学校区の中で、最 も優秀 なプ

ログラムの一つ としての高い評価 を得 るまでに成長 した、 この 日英バ イリンガル教育 プロ

グラムが、 どのような経過で成立 しそ して発展 してきたのか、その歴史 を正確 に記録 して

お くことが今 こそ求め られてい ると考 え、まとめたものが この小論である。

1.人 権問題 としてのバイリンガル教育要求

アメ リカの多民族化 は、年毎 に加速 し、前述の州民投票で公教育におけ るバ イリンガル

教育 を中止 しようというカリフォルニア州では、殊 にその都市部 を中心 に、マイノリティ

ー人 口が、多数派 白人人 口をすでに上 回っている。事 実、サ ンフランシス コでは、アジァ

系が、全人口のほぼ半数 を占めるようになって きている。 この移民社会の中でアジア系 の
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コミュニテ ィー としては じめてその教育問題 を人権 問題 として とりあげ裁判に までなった

のが、1970年 に中国系 コミュニテ ィーが、サ ンフランシス コ市教育局 を相 手取 って起 こ し

た ラウ ーニ コラス訴訟である。 これは、 中国系 コミュニテ ィーの3000人 近い英語 を解 さな

い又は母 国語 としない移民の子 どもたちが、他 の生徒 と全 く同 じ条件で教育 をうけること

は、教育 の機会均等 に違反 し、人種 による差別に抵触 する人権 問題ではないか とい う訴 え
2)

に端 を発 している。バ イリンガル教育が こうして最 も基本的な人権 の問題 として提起 され

たこと、 それがマ イノリティーコ ミュニ ティー、 ことに移民 の権利 を守 る立場 か ら出 され

たことに非常に重要な意味がある。中国 コ ミュニテ ィーは、連邦及び州の憲法、1964年 の
ヨ　

公民権法、 カリフォルニア州教育法 によって保障された人権への侵害 としてサ ンフランシ

ス コ市教育局を相手取 って提訴 したが、 この訴 えは地方裁判所 によって却下 された。 しか

し、1974年 、最高裁 においてこれは、公民権法 に違反す るものであ り、中国系 コ ミュニテ

ィーの英語 を解 さない生徒 に対 し、教育の平等 を保障する措置 をとる責任が教育局にある

ことが明 らかにされた。最高裁では、憲法 に違反す るものであ るか どうか とい う判 断は避

けたが、 しか し、この判決 は連邦政府に よって とられた最 も積極 的な言語マ イノリティー

の教育平等 を保障す る判決であったことは疑いが ない。

この裁判以前に、すでに1968年 バイ リンガル教育法が施行 されている。 これは、キュー一

バか らの難民の急増 とい う政治 ・社会 的な問題 を背景 としなが ら、 しか し基本 的には60年

代の公民権運動 ・第三世界マイノリティー運動の強い影響に よってつ くられた とい うこと

がいえる と思 う。 この法律 は、言語 マイノリテ ィーの生徒 を多 くもつ学校区の教育当局が

全ての生徒の教育機会均等 を図るために、 これ らの生徒 に特別教育援助 をとるこ とが示唆

され、そのための基金が連邦政府 によって まか なわれる必要があ ることを明示 している。

1968年 以前 には、連邦政府基金 によるバ イリンガル教育 は皆無であったが、 この法律が施

行 された1年 後の1969年 には全米で76の 連邦政府 の基金 によるバ イリンガル教 育プログ ラ

ムが作 られ、5年 後の1973年 には、41の 州において305の プログラムが新設 された。 ここ

における言語マイノリティー とは、英語 を解 さない、あ るいは英語力 に限界があ る生徒の

ことであ り、バ イリンガル教育法 においては、更 に付帯条項がつけ られ、 この特別教育援

助 を受 ける資格 のあ る生徒 は低所得 者層 に限 るとされた。1970年 には、社会福祉局 よ り

「5月25日 メモランダム」 と呼 ばれる通達 が各地方教育局に送付 され、地区に全体 の生徒

数の うち5%以 上の言語マイノリテ ィー をもつ教育局 は、何 らかの教育的措置(援 助)を

とる責任があることが明示 された。1974年1月 には、前述 のラウーニコラス最高裁判決が

出され、サ ンフランシス コにおいては、市民の特別委員会が、 この判決にそ った線で教育

の不平等 を是正するための動 きを教育局 と共 に模索 しは じめた。 同 じ1974年 には、68年 の

バイ リンガル法 を改訂 した教育法が施行 された。ここにお いては、 この教育援助 を受ける
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資格 の項か ら低所得者 とい う付帯条項が消 え、対象がすべ ての言語マイノリテ ィーの生徒

へ と広 げ られた。

こうした一連 の教 育政策が出された ことは、た しか に言語マイノリテ ィーの子 どもたち

に とって大 きな援二助 となった ことはまちがいないが、 ここに貫かれてい る思想 はアメリカ

の社会 にす でに存在す る複数文化 ・言語を積極 的に教育の場で も生か し、教育内容 を豊か

に しようという方向で はな く、む しろそれを否定 し、一つの言語 ・文化の中にすべ ての子

どもを 「同化」 させ るための、移民(貧 民)教 育対策 という要素が強 くみ られる。 この段

階においては、バイ リンガル教育は、生徒 の母語 を使 って一刻 も早 く英語 を教 えてい く手

段 として しか とらえられてお らず、ESLと の間にはっ きりとした境界 を引 くことはむずか

しい。ことに言語 につ いては、 アメ リカは建 国以来、英語 で国を統一 しようとしてきた し、

世界一の移民 ・難民受 け入れ国 として、その必要性 も大であった。 この ような歴史的事実

は、 アメ リカの教育界 の中で、いかに他 国語を学ぶのか ということよ りも、英語 を母語 と

しない人々にいかに英語 を教 えるのか という研究の方 をお しすすめさせた。

これがESL(EnglishasaSecondLanguage)と 呼 ばれる、第二言語 としての英語教育

であ り、 この面での教育研究は質 ・量 ともに豊富な ものが蓄積 されてい る。 当然アメリカ

の公教育の主眼点の一つは、様々に異 なる移民の子 どもを、すべての面 にわたってアメ リ

カ化 させ ることにおかれ、その際大 きな力 を発揮 したのがESLで あった。

しか し、 このアメ リカ化 の過程 の中で、移民は母語 をなるべ く早 く捨 て去 ることを余儀

な くされ、多数派ア ングロ系 白人文化 中心の教育の中 に同化 してい く中でさまざまな歪み

が うみ出された。それは、1965年 の新移民法施行以後急増 したメキシコ、 プエル トリコな

ど中南米、そ してアジアか らの新移民 である有色人種 の子 どもたちに、 よ り強い影響 を与

えた。結果 としてこれ らの生徒 の無 断欠席、怠業、大量留年、退学等が一つの社会問題 と

な り、 コミュニティー内部か ら、 白人中心主義の教育への批判の声 がおこるようになった。

言語対策 もESLに 頼 るのでな く、生徒 の母語 を使 いなが ら英語 を教 えてい こうとい うバ

イ リンガル方式が提唱 されは じめた。 こうしたマイノ リテ ィー側か らの教育要求 と、社会

変化 の中でできた歪み を是正 し、マイノ リテ ィーの子 どもの 「アメリカ化」 をより効果的

におこなう教育政策 を必要 とする連邦 政府 との妥協 の結実 として、1968年 以 降の法律 は整

え られていった と言 って もよいであ ろう。 したが って ここまでの段階においては、あ くま

で も国家の教育一元的価置の もとで、「良い アメ リカ市民」 を育ててい くとい う文脈 の中

ですべ てが語 られるのである。前述 のラウーニ コラス判決に して も、英語 を話せ ない子 ど

もが多 いとい うことは、中国系 コミュニティー 自身の責任であるということを指摘 しなが

らも、 しか し、英語 を話せ ない子 どもの数が圧倒的に多 いということが、 こうした判決 を
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出 さしめた とい うことを強調 している。判事の一人 は、判決理由 を次 のように語 っている。

「私は、 もしこの訴 えが出された コミュニティーの英語 を解 さない生徒 の数が少 なかった

のであれば、今 回の判決 は違った ものになっていただ ろうと思い ます。中国コ ミュニティ

ーの英語 を解 さない生徒 の圧倒 的な数の多 さが、彼 らの訴えを認め、サ ンフラ ンシスコ教

育局に彼 らの教育権 を保証する責任がある とい う結論 を出さ しめた、最大、そ して唯一の
4)

理由です。」

それゆえに、英語 を母語 とす る 日系 アメ リカ人四世の子 どもたちのためにバ イリンガル

教育が、サ ンフランシスコ公立学校区において提唱 された時、各方面か らうけた反撃 は予

想以上の ものであった。その一つの例 として、サ ンフランシス コ最大の 日刊紙 は"わ れわ

れに先祖の言葉 を教 える義務 はない"と い うタイ トルで以下のような社説 を掲載 した。「ふ

りかえってみ ると、1967年 にサ ンフランシス コ教育委員会が、我 々は複 数言語 ・複合文化

の社会に住 んでいるとい う基本認識 を盛 り込んだ教育宣言 を採択 を した ことは、間違いだ

ったのではないか と思 う。 アメ リカは断 じて複数言語の国ではない。英語 を共通言語 とす

る国である。英語 は、 この多人種 ・多民族社会 を一つの国家 としてまとめてい くための力

強い道具 である。 まちがいとは言 ったが、 しか し、英語 を母語 としない移民の子 どもたち

のために、その母語 も使 って授業す るバ イ リンガル教 育プログラムに関 しては少 な くとも

納得で きるものであった。 ところが、今、 日系 アメリカ人の、主 に第三世代の親 たちが、

これに新 しい解釈 をつけ加 えようとしている。四世の子 ども達は、英語 ができない どころ

か、英語を母語 とす る世代である。三世 の親たちは、彼 らの民族 ルーツである日本語や 日

本文化 は、社会的に奪われてしまった、少 な くとも、歴 史の中で失 われて しまった と感 じ

はじめている。彼 らは、公立学校 の一般 カ リキュラムの中に、 日本文化のクラス も含み、

英語 と日本語両方で授業 をお こな うバ イリンガルプログラムを設置す るよう要求 してい る。

我 々は、すでに、 カリフォルニ ア州 の大都市の中で も、生徒一人あた り最 も高い教育費 を

計上 してい るサ ンフラ ンシスコ教育 区に、こうしたプログラムをつ くる責任 はない と考 え

る。 もし、 日本語 を学 びたい とい う要求が強 く、そ うしたクラス を受講 しようとい う生徒

が多いのであれば、第二外国語 としての 日本語特別 クラス を開講すればそれで足 りるので

はないか。英語 を使い、様々な言語的背景 を持 った子 ども達を統合 してい くとい う正 当な

目標 を、すで に達成 して きているアメ リカの教育制度 において、一・部の生徒 の 「先祖 の言

語」 を とり戻 そ うといった試み を、公教 育の中でお こな う義務 は私 たちにはない と考 え

る。」 サ ンフランシス コ エ クザ ミナー1973年6月19日(筆 者訳)

自らの民族の言語 と文化 を、その歴史的民族差別体験の中で奪い とられた人々が、今 ア

メ リカ人であると同時に、みずか らの民族 とその文化 ルー ツに も誇 りを もって生 きてい き
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たい、失われた もの を取 り戻 してい きたい、そ してそれは公教 育の中でこそ保証 されるべ

きだ という要求 は、 これまで述べて きた新移民の教育権 と同 じくらい根底的な人権問題 で

あるとい う主張 は、そのようには理解 されなか ったのである。

2.バ イ リンガル教育の諸形態

この 日系社 会か ら出 されて きたバイ リンガル教育の要求 とは、単に英語 を解 さない新移

民 の生徒 のための英語教授法以上 の内容をもつ ものであ り、みずか らの民族的ルーツに誇

りを持ちなが らアメリカの一部である、つ ま りは、 アジア系 アメ リカ人 としてアメ リカ社

会 を構成 してい きたい という要求 をも包含する ものであることを述べ てきたが、 これをも
5)

うす こし具体的 に、 ジ ョシュ ・ゴンザ レスの分類法 に基づいて、アメ リカにおけるバイ リ

ンガル教育の中身を整理 してお きたい と思 う。

まず、第一一には、 もちろん、英語 を解 さない子 どもたちを対象 とした過程(Transition)

プログラムがあげ られるだろう。ESLの ように単 に英語 を早 く習得するための特別プログ

ラム としてで はな く、その子 どもたちの母語 を使 いなが ら英語 を学び、アメリカ社会 に溶

け込 んでい く手段 として重要 な意味 をもつ。単 に言語 だけではな く、その子 どもたちの文

化 的背景 を考慮 しなが ら授業 をお こなってい くとい う点 において、ESLと は異 なった特徴

をもつ。

第二 としては、母語保持 ・継承(Maintenance)プ ログラム としてのバ イリンガル教育が

あげ られるだろう。 メキシコ系、 中国系 など、 アメリカ生れの英語 を話す人 々と、継続 的

に流入 して くる英語 を話 さない新移民がたえず交流 をもち、コ ミュニティーの機 能 として

言語 ・文化の継承がすでにお こなわれている条件 をもつ ところでは、 これを公教育 の中で

保証 してい くことを要求す ることは、 コミュニティー全体の重要な課題で もあった。

第三にあげ られるのが、再獲得(Recapture)プ ログラム としてのバ イリンガル教育であ

ろ う。 日系社会の ように、 アメ リカ生れの二世、三世、四世が コ ミュニティーの大部分 を

占め、新移民 もす くな く、その交流 もあま りない特殊 コミュニテ ィーにおいては、バイ リ

ンガル教育要求は、失われた民族的遺 産をとりもどそ うという要求をその基底 としている。

「いったい自分は何 ものなのだろう」 とい う主体性 の危機 を くぐりぬ けてきた三世の世代

に とって、その民族の歴史の中で失 うことを余儀 な くされた自 らの言語 と文化 を とりもど

してい く作業 を、 このバ イリンガル教育 にかけたのである。 ここにおいて自らの言語を学

ぶことは、単 に 「先祖 の言葉」や 「外 国語」 を学ぶ ことなのではな く、 自分 自身のアイデ

ンティテ ィー をとりもどす教育復権の要求にほか ならなかったのであ る。 しか し、上述 し

たようにバ イリンガル教育 とは、英語 を解 さない子 どもたちの為 の教育対策であるという
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理解が一般 的なものであったために、 こうした英語 を母語 とする子 どもたちのためのプロ

グラムは、前述 の新聞の社説に象徴 されるように 「税金 を使 って外 国語 を教 える」 とい っ

た とらえ方 しか されず、大 きな反発 をひ きお こした。

上記 三つのプログラムは、 しか し、相反す るものではな く、一・つ一・つが欠 くことので き

ないバ イ リンガル教育の中身であった と思 う。これ らすべ てを包含 し、 しか し、更 に高度

の内容 を 目指 した第4の プログラムは、教育内容豊富化(Enrichment)プ ログラムであ る。

バイ リンガル教育 はマイノリテ ィーの具体的な教育要求か ら出発 したが、究極 的にはすべ

てのアメ リカ人を対象 とした新 しい教育思想 ・形態であるとい う試みである。それは、根

本の ところで、このアメ リカの複数文化 ・言語 ・人種 ・民族 とい う環境 ・条件 を全的に肯

定する ところか ら出発す る。異 なった もの を一つの価値 に同化 させ統一 してい くのではな

く、「ちがい」 をこそ大切 にす るとい う思想 である。ちがいか らこそ学び、その違いのぶつ

か りあいを教育 内容豊富化のテコにしてい こうとい うのである。それぞれ異 なった文化 ・

背景 ・言語 をもちなが ら、それに誇 りをもち、他か ら学 び異質 のもの とふれあい成長す る

ことに よってアメリカの一部 となってい く、 自らを消 し大 きな もの に 「同化」 してい くの

でな く、 自らを積極 的に肯定 しその 自信 と誇 りをもって、アメ リカ人 となっていこうとい

うそ うした教育的試みである。そ こでは、マイノリティーの子 どもも多数派白人の子 ども

も、互 いが同等の価値 を もった人間であ り、互いの違 いは彼 らの成長の栄養 となるのであ

る。かつ ての ように、母語 を話 し、 自分の民族の食物 を食べ、民族 の文化 をもつ ことは、

恥ずか しいことで はな く、む しろ互いに分ちあえる もの となってい く。 ここにおいてバ イ

リンガル教育 とは、アメリカ化す るための手段 などではな く、それ 自体が 目的 となるので

ある。

本論で扱 うサ ンフランシス コ公 立学校区 日英バ イ リンガル教育 は、上記1-3の プログ

ラムの内容 を含 みなが ら4の 教育内容豊富化 を志向する とい う具体 的な理念 をもってス タ

ー トした
。このプログラム創 立、そ してその後 の運営 に中心 的な役割 を果た した人々は、

三世 といわれる日系 アメ リカ人の親たちであったが、実際 にプログラムが はじまると、 日

本人新 移民、 日系 アメリカ人、白人 を含 むその他のアメ リカ人 という3つ の グループの児

童が、それぞれ三分 の一つつ と、理想 的な配分が実現 したことも、 この理念 を現実化 させ
6)

るため の大 きな力 となった。 マイノ リティの中で は、 もっとも同化 に熱心であ り、 「モデ

ルマイノリテ ィー」 といわれる日系 アメ リカ人の中か ら、連邦政府の教育 同化政策 に真 向

か ら疑問 を投 げかけるような内容 を含 んだ、教育要求がでてきたことに注 目したい と思 う。

そ して、その背景を知 るためには、 アメ リカにおける 日系 アメ リカ人の歴史理解が不可欠

である。(日 系 アメ リカ人の歴史 については、大手前社会文化 学部研究収録第1号 の拙著

「アメ リカにおけるエスニックコ ミュニ ティーの形成」参照)
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3.日 英バ イ リンガル ・バ イカル チ ャー教育 プ ログ ラム創 立

日系社会だけで はな く、様 々なコミュニティーで、現在 のNPO・NGOの 前身 とも言 う

べ き無数 のグ ラスルーツの コミユニテ ィーグループが急増 した時代があった。その一つ一

つは規模 の小 さいものであったにせ よ、 アメ リカ全体 を包 みこんだこうした動 きは、新 し

いマイノ リテ ィー運動 として70年 代 のアメリカ社会 を特徴づ け、地方 レベ ルでは、その政

策 にも大 きな影響 を及 ぼす存在 となっていった。これ らの コミュニティーに基礎 をお くマ

イノリテ ィー運動 に共通 していたものは、文化的複合性 を認 め、全ての文化 は同等の価値

を もつ もの として互いに尊重 しあい、 その誇 りを大切 にしようとい う考 え方であった。 日

英バイ リンガル ・バイカルチ ャー教育 プログラム創立の原点 もやは りここにあ ったといえ

る。

日系社会 において、バ イリンガル教 育要求の提案 は出されていたにして も実際にこれが

具体的な運動 として動 きは じめたのは、一人の三世 の母親の直接 的な行動 か らであった。

そのフ ィリス ・マ ツノは次の ように言 っている。「1973年 の秋に、私の息子は、小学校 に

入学す る予定で した。私 も夫 も三世で あ り、四世の子 どもの教育 を考 えた時、私達は、 日

本語 も教 えて くれる学校 を探 してみたのですが、当時、 日英バ イリンガルの公立小学校 は

あ りませんで した。そ こで私は、 日系 社会奉仕会のディ レクターをしていたノブ ・フクダ

さんに連絡を とってみ ました。彼 は、た しかにこうしたプログラムを、公立学校の中に新

たにつ くるのは、たいへ んな仕事だけれ ども、 ともか くコ ミュニテ ィー集会 を して、 よび

かけを してみ ようとい うことになったのです。」 この フィリスの相談 したノブ ・フクダは、

他 の コミュニティーグループにも呼びかけ、1973年2月21日 「日系 アメリカ人の子 どもに

現在の教 育制度は、何 をおこなってい るか」 とい うテーマで、 コミュニテ ィー ミーテ ィン

グが もたれたのである。 この ミーテ ィングの呼びかけ文の中で、 これ らの コミュニテ ィー

グルー プが、いったい何 を問いか けたのかということが明 らかにされているので、それを

引用 してお きたい と思 う。

「2月21日 、午後7:30よ り、バ ンク オブ トーキ ョー のホスピタリテ ィールームで 日英

バ イ リンガル ・バ イカルチ ャー教育プ ログラム及び、 アジア系 アメ リカ人学習 を現行の公

教育の カリキュラムの中に設置す ることに対 し、それが どの くらい必要な ことなのか、又

コミュニテ ィー として支持 してい くのか とい うことを話 しあう集会 を催 します。現在、サ

ンフランシス コ教育区では、 日系 アメ リカ人に限ってい えば、メインス トリームのアメリ

カ社会の一部 として"よ り良いアメ リカ市民"に なるために、子 どもたちが同化 してい く

ことを教 える以外、何 も特別のことを していないので はないか という疑 問が出 されてきて

い ます。 もちろん多 くの 日系 アメリカ人の中には、 こうしたバイ リンガル教育プログラム
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は、これ まで 日系 人が長い年月、つみ重ねて きた 日系人のアメリカ社会への完全 な同化 を

妨げる ものであ り、 コミュニテ ィーに とって歴史の逆 もど りだ と考える人 々が いることを、

私達は充分認識 しているつ もりです。 こうした教育 プログラムに興 味のあ る人 々は、 しか

し生 き生 きとした日系社会 の存 続 と、その コミュニティーへ の所属 意識 を自分 の人生に と

って大切 なことと考 えてい ます。その人々は、 日本語 を自由に使 い こなせ るだけの語学力

を身につけたい と思ってお り、 日本文化 の よって きたるところや、その価値観 などを学 ぶ

ことに より、 「日本」が 自分の人生や、 日系社会 にいか なる位置 を しめているのか、 はっ

きり理解 したい と考 えているのです。又、その人々は、 アメ リカにおけるアジア系の人々

の歴史 を学びたいと思 ってお り、そのことによってアジア系 アメリカ人である とはどうい

うことなのか、 そ して自分の 日常の生活に どのような影響 を及 ぼすのか知 りたいと思って

い るのです。その人々は、ただ単に"日 本 人"の 顔を持 ち"日 本人"の 名前 を持つ以外何

もない とい う現実以上 の何 かを探 しは じめています。 これ まで 日系 人 として"日 本 とアメ

リカの両方の文化の良いところをとる"と いわれて きたことの結果は、 日本 的な もの を捨

て去る ことであったことに気づいたのです。そ して このバイ リンガル教育の ようなプログ

ラムは、 この複合文化社会の中で、 自らの肯定的 なイメー ジとアイデ ンティテ ィーを創 出

してい くための重要 な契機 になるとい う確信 を持 っているのです。」

呼びかけ文全文(筆 者訳)

ここにも述べ られているように、教育の 「アメ リカ化」 に対す る疑問が この ミーティン

グの討論 の出発 点になった ようである。主 旨 として は、公立学校 の中 に日英両語両文化

(バイリンガル ・バ イカルチ ャー)プ ログラムの設立、アジア系 アメリカ人学習プログラ

ムの設立 とい う目的があった。 この集会 を主催 したグループは、それぞれの立場 か ら、 な

ぜ こうしたプログラムが必要か とい う見解 を明 らかに した文書 を新 聞に発表 した。 「日語

協会」 は、英語 を母語 としない新渡米者の子供たちの立場 か ら、又、 アジア系 アメ リカ人

研究委員会 は、 日系アメリカ人の立場か ら、そ して前述のフ ィリス ・マ ツノ と夫のキ ンヤ

は、保護者の代表 としてそれぞれ、いか にバ イリンガル教育、及び、 アジア系 アメ リカ人

学習プ ログラムが必要なのか という見解 を述べ てい る。私がは じめてフィリス ・マ ツノに

インタビュー した時、「このプログラム をつ くろ うとした一番の動機 は」 とい う質問 に対

して、彼女は 「公教育 の中で教 えることに よって、私たちの民族 的ルー ツであ る文化や言

語 を制度的に も公的なもの として認め、複合文化社会 を創造 してい く契機 にしたい とい う

強い欲求があ ったか ら。」 と答 えた ことをつけ加 えてお きたい。私立学校 の中にこ うした

プログラム をつ くるとい う案 とは、根本か ら異なっていたのである。

この2月21日 の集会 には、75人 以上の人があつま り、活発 な討論がかわされた。主 にバ
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イ リンガル教育 とは何 か、 アジア系 アメリカ人研究の現状 とその必要性、バ イリンガルバ

イカルチ ャー教育 の必要性等々について討論が しぼ られ、最終的 には大多数 の人が、 この

プログラムをつ くるための実行委員会 をつ くろ うとい うところまで具体的な話 しが きまっ

たのである。サ ンフランシス コ教育委員会の中で、 こうしたプログラムに理解 を示 しそ う

な理事の名 もあげ られ、第一回の実行委員会が2月27日 と決め られた。たった一回の会議

でここまで話が具体的になったのには、それな りの準備の努力 もあったが、やは り、それ

だけ強い コミュニティーのそ して親の関心があった ということの証明であろう。

4.プ ログラム設立実行委員会の活動

この実行委員会 は、次の コミュニテ ィー フオーラムを3月30日 と決定 し、 プログラムの

内容 を具体的 に記 した教育委員会への提案書に関する討論 と、子 どもたちをこのプログラ

ムにお くりたい人々の登録 を受 け付け ることが明 らかにされた。 ここに、4月15日 の教育

委員会カ リキュラム小委員会 に提 出された提案書の要 旨があるので引用 したい と思 う。

「私達 は、サ ンフランシス コ公立学校区の中に、 日英バ イリンガル教育 プログラムを設

置す ることを提案 します。小学校 レベルにおいては、一般 のカリキュラムに加 え 日本語及

び 日本文化の授業 を融合的 に組みあわせた新 カリキュラムをつ くる こと。又 このプログラ

ムの生徒 は、 日本語 を母語 とす る 日本 人、英語 を母語 とす る日系 アメ リカ人、そ して他 人

種の アメ リカ人など多様 な子 どもたちによって構成 される必要が あ ります。中学校 レベル

では、 日本語 とアジア系 アメ リカ人学習の授業 を始 めることを、 そ して高校 レベルでは、

すでに 日本語 やアジア系 アメ リカ人学習の授業が存在するならば、バイ リンガルプログラ

ムの一部 として拡充 してい くことを提案 します。バ イリンガルプログラムの設置 される学

校 については、教室 の確保や保護者 の意見 を聞いて、決定 してい く必要があ ります。この

日英バ イリンガル教育 プログラムが、 日系人だけで な く、すべてのアメリカ人児童 の教育

内容豊富化 に貢献す るために も、そ してプログラム在籍生徒が、一般 の学校行事 か ら遠 ざ

けられて しまわないために も、 このプログラムは、い くつかの学校 に分散 して開始すべ き

であると考 えます。 プログラムの成功の是非は、質の高い教員や内容 のあるカリキュラム

だけではな く、 日系 コミュニテ ィーの人々、 ことに日本文化の語 り部である一世 の人 々の

経験や知識 をいかにこのプログラムに役立ててい くか とい うことにもかかっています。」

提案書要 旨(筆 者訳)

ここで強調 してお きたいことは、 このプログラムがマイノリテ ィーの特別教育 プログラ

ム として分離 されるのでな く、普通学校の一・部 として機能 してい きたい とい う強い志 向が

あった ということである。は じめ、一つの学校 には じまったプログラム も、学級数が増加
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してい くにつれて、二つ、三つの学校 にわかれてクラス をもつ ことになる。 ここには、学

校が数校 に分かれてい るためにおこる不便 をあえて承知 した上で、誰で も入学するこ との

で きる、普通学校 の一プログラム として運営 されるべ きである、 とい う創設者達の意志が

反映 していたのである。そうした努力の結果 として、み ごとに人種 ・民族バ ラ ンスが調和

されたプログラム となってい くのであるが、更に、 ここに強調 されてい るように、この プ

ログラムがあ くまで もコミュニティーをその基盤 として設立 され、そ こか ら学んでいこう

という姿勢 にも注 目してお きたい。 この提案書が提 出される以前 に、様々な コミュニテ ィ

ーグループか ら続 々 と支持声 明がお くられ、 日系社会全体 として この プログラムをつ くり

あげてい こうとい う気運が もりあが ってい くのである。 ことに、長年青少年問題に とりく

んできた ソー シャルワーカー、YMCAの ディレクターで もあ り、 カリフォルニア大学バ

ーク レー校初の アジア系理事で もあ った ヨリ ・ワダ、そ して、全米 的に著名 な芸術家 ル

ース ・アサ ワなども積極的にこの運動 に参加 し、教育委員会の公聴会 などで も重要な役割

をはた してい くようになる。 こうして、4月5日 のカリキュラム小委員会には、70人 以上

の親 と子 どもが出席 し、結果 としてこの小委員会 での承認 を得たのである。

プログラムの最終的 な承認は、教育委員会全体 の賛成 を得なければならなかったが、そ

の為の第一の関門となったのが予算 の獲得 であった。 ラウーニ コラス判決 にも見 られ るよ

うに、最終 的にものをい うのは生徒 の 「数」である。その数 においてメキシコ系、 中国系

などに比べ て、英語 を母語 としない新移民が少 ない日系社会は、 それだけで大 きなハ ンデ

ィーを もったことになる。実行委員会は、そうしたハ ンデ ィー を負い なが ら、予算獲得の

ための奔走 を余儀 な くされた。官僚機構 に不慣 れであった実行委員会 は、その官僚主義 と

のかけひ きを経験 しなければならなか った。 これ以前 に、連邦政府 の教育援助資金への 申

請 は行 われていたが、 その予算が もらえるか どうかは確 かでな く、や は りサ ンフランシス

コ市の教育予算 を確 実に手にいれなけれ ばな らなかった。 しか し、一香 の問題 は、 まず 自

分 たちの要求をそこで聞いて もらえるか どうか とい うこ とさえ不確実 であ った とい うこ と

である。 どのグルー プの要求について審議するか どうか とい うのは、教育委員会 にかか っ

てお り、 したがってこの段階ですでに様 々な政治的かけひきが必要だったのである。

こうして5月15日 にお こなわれた教委 の予算小委員会 には、60人 以上 の支持者、両親、

子 どもが集 まり、 この目に見 える形での支援が、予算委員会に対す る無言 の大 きな発言 と

なった。その結果、 日英バ イリンガル教育 プログラム に関する討議 は、早 い順番 にお こな

われる ことになった。結果 として、その要求は1973-74年 度の正規予算 として組み込 まれ

ることはなかったが、 もし追加予算が認可 された場合は、要求を出 している13の グループ

のうち6番 目とい う優先 ワク組みの中で、その予算 を受けることが可能になった。 こうし

てい くつかの障害 を くぐりぬ けなが ら一歩一歩、その 目的に近づいていったのである。 日
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英バ イ リンガル教育 プログラムの予算 請求 は、全体 の教育予算額の1%の その また100分

の12で しかなかったが、 ただそれを得 るにも多大な努力 を要 することに、多 くの人はやる

気 を失ってい ったことも事実であった。発起人であ り実行委員 の一人であったフィリス ・

マツノは、次 のように語ってい る。 「それは簡単 な戦いではあ りませ んで した。は じめか ら

1973年9月 の プログラム開始 まで、共 に運動 を続 けたの は、結局 は8人 ほ どで した。私達

は昼夜の別 な く、 コ ミュニティーの人々に呼びかけ、あ らゆる必要 と思われる仕事に没頭

しま した。サ ンフラ ンシスコ教育局だけでな く、 コミュニテ ィーの中にさえ、 このプログ

ラムに対する反感がある中で、私達は最後 には必ず勝つ と信 じてい ました。 なぜそんな確

信があったのか今 になる と不思議ですが、それがあったか らこそ最後 までや りぬ くこ とが

で きたのだ と思います。」

こうしたこ とを反映 してか6月5日 の教育委員会には、 わずかの支持者 しか参加 しなか

った。結果、 このプログラムの要求審議 は、おそい順番 にまわされ5時 間 も待た されるこ

とになったのである。 ともか く、 ここで直面 した問題 は、教育委員会 は、 プログラムが確

実 な予算 配分 を得 るまでは何 もしない ということであ り、 しか し、 ここで何 もしなければ、

また予算 を もらえるあて もな くなるというい き詰 まった状態 であった。 ともか く、新 しい

教育予算 の結果が どの ように出るか ということによって、現在優先 ワクの中には入 ってい

るが、当面の予算配分はされていない 日英バイ リンガルプログラムの運命が決定 されるこ

とになった。 しか し、いざ予算がお りる とい う段階になって、 プログラムの準備 を始めて

は とて も間に合 わないので、予算がお りた と想定 して準備 をつづけな くてはならなかった

のである。 もし予算がお りなかった ら、すべ ては徒労 に終 わるにもかかわ らず、実行委員

会 は、決 して この努力 を放棄す ることはなかった。 まず、バ イリンガル教育プログラムを

始めるにあたって必要 なものは、生徒 と教 師である。 日系の生徒 には、ローカル新聞な ど

を通 してプログラムの紹介がされてい ても、 日系以外 の子 どもにもこのプログラムの存在

を知 らせ なければ、その 目的 としてい る様 々な人種 ・民族的背景 をもった子 どもを対象 と

した、教育内容豊富化のプログラム とな りえない とい うことで、 どうして も公立学校 を通

して この新 しいプログラムの紹介をす る必要があったのであ る。 また、 日系 の教師 をさが

す にも、公立学校の中で、すで に現職の教 師 として働 いてい る人の中か ら探す ことが もっ

とも効率の よいや り方であった。 しか し、教 育局は、こうした ことに非常に非協力 的で、

ス ター トするかどうかわか らないプログラムの紹介や教師の照会 などになかなか腰 をあげ

ては くれなかった。 しか し、 この間の コミュニティーか らの強い要請、 日系議員 などを通

じた交渉、そ して、 テレビシ ョーなどでの教 育局長 との対話 な どの機会 をいか して、つい

に教育局 も協力 をは じめたのである。 日英バ イ リンガル教育 プログラムの紹介文 と申し込

み書が、サ ンフランシス コ公立学校区の子 ども達 に配 られたのは夏休みのは じまる一 日前
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であった。また、 日系 人教師の リス トも実行委員会 に渡 された。 この時点 で、 プログラム

の もっていた基金 は、 日本財団(JapanFoundation)か らの3287ド ルだけであ り、 これは

教材費の一部 として使 われることになった。その他の基金募集 もベー クセール、ガ レー ジ

セールな どを通 じて行 われ、 コミュニテ ィーグループや個人か らの寄付 も集 ま りつつあっ

た。 しか し、プログラムを始めるための予算 にはほど遠 く、やは り市や連邦か らの基金配

分の し らせ を待 たなければならなかったのである。サ ンフランシスコ教育局長の提 出す る

追加分 を含 めた教育予算1億4240万 ドルに対 し、260万 ドル削減せ よという案がでていたた

め、6月19日 の委員会で は決定で きず、6月27日 最終 的に5対1(棄 権1)で 提 出案通 り、

削減 な しの教育予算が通過 したのである。 こうして、予算獲得の可能性がでて きた ことに

よって実行委員会 としては、更に具体 的なプログラムの準備 をすすめ るこ とになった。7

月25日 には、再々度 コミュニテ ィー集会が もたれ、 プログラムを設置する学校 、教師の人

選、生徒 、交通、 カ リキュラム、親の参加 などについての話 し合 いが もたれた。そ して8

月7日 、ついに予算 の最終承認が行われ、 日英バイ リンガル教 育プログラム も、73-74年

度予算 に くみ こまれるこ とにな り、ここにプログラムのス ター トが決定 したのである。

5.プ ログラムの 開始

7)

こう して1973年9月5日 、エマソンスクールにおいて、 キンダーガーデ ン、1年 生、2

年生それぞれ1ク ラスつつの合計3ク ラス(生 徒 数74人)、3人 の教師 と3人 の助教師(2

人の教 師は、 日系 アメ リカ人、3人 の助教 師は日本人、そ して最後 の1人 は 日本語学部卒

業のア フリカ系 アメ リカ人教師)と い う体制で、念願のプログラムが開始 された。

筆者 が このプログラムには じめて出会 ったのは、大学の教育実習が行われた1975年 の こ

とであ る。 まだアメリカに来てまもな く、英語 に自信が なかった筆者 にとって、 自分の 日

本語の能力 を生かせ るということはとても嬉 しい ことであ った。実習が終わった後 もで き

るだけ時間をつ くってボランテ ィアとして学校 に通った。1年 ボランティアをす るうちに、

1977年 か らは、 日本語 を話す助教師 として雇われることになった。は じめ4年 生 クラス、

そ して1年 生 に移 り、1979年 まで約3年 間働いたことになる。その頃は、創 立当時の熱気

が まだ残 っていて、父母の参加がひ じょうに活発であった。 ミーティング もたえず もたれ

ていた し、すべての運営が保護者会の承認 なしには行 われない とい った雰囲気 にあふれて
8)

いた。 自らの手 と足でつ くったプログラムであ り、学校、スクールバス、 教 師の雇用 など

すべて父母会 によって運営 されて きただけに、プログラム主任、職員な どをこの時点では、

や とっていたに もかか わらず、その人々に任せ きりにする とい うようなこ とが まるでなか

った。 この保護者会 は、執行委員会の もと、翻訳委、 カリキュラム委、政治委、交通委、
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人事委、 目標作成委、渉外委、資金募 集委、 クラス連絡委、 と9つ の委員会 によって構成

され、それぞれの委員会 に教師、助教 師、父母 の代表が はい り、具体 的な運営がおこなわ

れ、最終重要決定は、全体保護者会の承認 を得 なければな らなか った。それまで学校の こ

とは、教育委員会 と教 師に任せ きりにされ、父母の参加 とい えば、授業参観 くらい しかな

い学校制度 しか知 らなかった筆者 にとって、 こうしたこ とはすべて新 しいお どろきであっ

た。

当初、教 師はほ とん ど日系 アメ リカ人であ り、助教師 はほ とん ど日本生れの 日本人移住

者 であった。 この教師の雇用 ・罷免 に関 しては、上記の人事委員会が権限 をもってお り、

教 師は教育委員会 によってで はな く、 プログラムの父母 ・教 師によって雇用 され るわけで

ある。私が雇われた時 も、 日本語 を母語 とす る保護者代表、英語 を母語 とす る保護者代表、

教 師、助教 師、そ して教育委員会のバイ リンガル部か ら一人 とい うグループによって面接

された。 カリキュラムについて も、殊 により一層の研究が必要であった日本語部門につ い

てはこの委員会が重要な役割 を果た したのである。ハ ワイ、ロスア ンジェルス などの私立

学校ですでにお こなわれてい るバ イリンガル教育、 日本語教育 などの資料、 テキス トをと

りよせ ての研究、それ をもとにした新 しいカリキュラム、テキス トの作成 と専門家 と父母

の知恵があつ まって、徐 々にカリキュ ラムは整備 されていった。

毎年の ように行 われ る予算獲得 とス クールバスの確保 について も、創立 当時の苦労は決

して終 わることな く、毎年 これ らの委員会 を中心 として、人々が夏休み を楽 しんでいる間

も休 むことな く活動がつづ けられた。毎年増 える生徒のためにプログラムを設置す る学校

の確保 も頭の痛 い問題であった。毎年の ように学校が変わ り、そのたびに新 しい学校側 と

の交渉、移動な ど保護者会の仕事 は休 むことが なかった。 自らの手で作 った プログラムで

あるとい うことは、 また自らが守 り育 てなければ誰 も守 っては くれない とい うことを意味

していた。予算が出て、 プログラムがで きて、ス タッフを雇 って、 さあお願い します とい

うわけ にはいかなかったのである。子 どもの教育の場 をつ くる運動 によって、父母 自身が

自らを教育 してい く場が このプログラムで もあ った。 ことにこの運動 の中心 となった 日系

三世 にとっては、 コミュニテ ィーに依拠 し自らの民族 的ルーツに肯定 的な自己イメージを

重ねあわせてい くための重要 な作業 で もあった。

ま とめ

結論 として、 この教育運動が、私達 に提示 したものは何 であったのか。 また今後のマイ

ノリテ ィー教育 にとって ここか ら何 を学んでい くべ きなのか まとめてみたい。

第1章 で述べ たように、 このプログラムは、言語マイノリテ ィー を含めた様 々な層の要求

を包含 しなが らも、基本的には、 自らの言語を失ったマイノ リテ ィーグルー プ、 日系 アメ
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リカ人三世が、その主力 となってバ イ リンガル再獲得(Recapture)プ ログラム として は

じめ られた ということが言 えると思 う。バ イ リンガル教育が単 に言語 マイノ リティーに対

す る特別援助教育 として以上 に、英語 を母語 とす る三世、四世 を含めたマイノ リティーの

教育復権の運動 として、 また自らの民族的ルーッの言語 ・文化 に誇 りを もち、 自らの存在

に誇 りを もつ文化運動 として登場 して きた という点において、 このプログラムの もつ意味

は大 きい と思 う。それは、アメリカとい う社会 を語 る場合 これまで論 じられて きた基本 的

な思想対立、 「同化」 に対 する 「民族文化 の多様性の尊重」を、教育の側面か ら最 も鮮 明

なかたちで明 らか にした ともいえるだろう。更 に、 このバイ リンガルプログラムを公教育

の中に設立す るとい う要求は、現実に 目に見 える形で多数派の教育観 とマイノ リティーの

教育観 の対立 を明 らかに した。実行委員会は 「このプログラムをは じめたeeの 基礎には、

私達の民族的ルーツである言語や文化 を、社会 的にも制度的に も公的な もの として認め さ

せ たい とい う強い欲求があった。」 と語 ったが、文化複合社会 をめ ざす この願いが、なぜ

日系三世 の両親か らでて きて、 それが コミュニティーに よって支持 されたか とい うことに

関 しては、英語 を解 さない一世、 そして 日本語 を解 さない三世 と、 わずか三世代 でその共

通言語 が失 われて しまった とい う、急速 な同化 の歴史に一つの重要 なか ぎがあ るだろう。

日系 アメ リカ人が 自らの言語や文化 を捨 てたのではな く、強制収容 を含 む排 日の歴史的体

験 の中で、 自らの言語 ・文化 を守 り育てる条件 が どうして もなかった、あるい は 「奪い取

られた」 という歴史 を知る中で、今それを次代 の子 どもたちに伝 える役 目は、公教育 こそ

が負 わなければならない とい う主張が出て きたことはある意味では当然の帰結であった。

こうした歴 史的背景か ら出て きた教育要求は、マイノリテ ィーの教育理念の表現ではあ

るが、 またそれは、歴 史の中で抑圧 されて きた者の政治的、社会的平等 を求 める力 をその

基礎 と してい るといえるだろう。マイノ リテ ィーグループがその民族的背景、文化、言語

をテコとして、 この英語 の国、多数派ア ングロ系 白人の国で 自分の しっか りとしたアイデ

ンティティーをもちつつ、新 しいアメリカ人 になっていこうとす る試みの中で うまれて き

た思想 を 「バ イリンガリズム」 と名付 けるな らば、 日英バ イリンガル ・バ イカルチャー教

育 プログラムはまさに、真正 のバ イ リンガ リズムを実践 したプログラム といえるだろう。

それは、 アメリカ文化への同化で もなければ一方的な拒否で もな く、 まさに新 しいアメリ

カ文化 の創 出運動 といって もいいのではないだろうか。 自分 を大 きな ものに同化 させ てい

くのでな く、 ほん とうの意味での自分 自身 になることによって新 しいアメリカを創 ってい

くとい うこの意識転換 を、私はマイノ リティー運動 にとって重要 な転機であったと思 う。

教育 にそってもう少 しわか りやす く言 うならば、民族の言葉 もアメ リカにおける主要言

語であ る英語 と同等 の重 さをもって学ばれるべ きだ ということであ る。それは、単なる外

一159一



アメリカにおけるバイリンガル教育

国語 などではな く、新 しい文化 を創 ってい く一・方の柱 である ともいえる。言葉は、意志伝

達 だけではな く価値 を認識 してい く重要な道具である。 自らのアイデ ンテ ィティー を模索

してきた 日系三世の両親が、 日本語 ・日本の文化 を子 どもたちが学ぶ ことを通 して、 日系

(ア ジァ系)ア メ リカ人である とい うことに誇 りを持ち、 このアメリカ社会で生 きてい け

る人間に育 ってほ しい とい う願い をもった時、バイ リンガル教育が一つの新 しい文化創出

運動 として 日程 にのぼったのだろう。それは 「先祖の言葉を学べ」 といった単なる回帰志

向などではな く、更 に新 しい時代 を切 り拓 くための力強い教育宣言であった。

教育 とは、単 に教 えることでも教 え られることで もな く、異質 なものがぶつか りあって

新 しい価値 をうみだ してい く相互交流 の過程その ものの ことであるとす るならば、 この移

民の国アメリカは、教育 にとって もっ とも大切な条件 である多様性、異質性 を充分 にもっ

た国である。 この多文化環境 にこそ無 限の価値 がある と言 える。それぞれのちがいをテ コ

にして こそ、教育の豊富化 もはか られるはずである。アメリカを、そ うしたす ばらしい条

件 を持 った複数文化 ・多言語の国 として認め、それ を大 いに活用する ことによってこそ、

この国の教育 は更 に豊かな もの となってい くにちがいない。1998年 のカリフォルニア州で

の公教育 におけるバイリンガル教育 プログラム廃止の住民投票結果は、確 かにそ うした意

味では歴史の逆行であるのか もしれない。 しか しどの ようにして も止め ることので きない、

この国の多文化性 という強い 「現実」 は、そ うした方 向を再び転換 させ、教育豊富化の道

へ と押 し戻 してい くであろ う。それが歴史の 自然な流 れであ り、道す じであるな らばなお

の ことである。

注

1)メ ル テ ィ ン グポ ッ トとは 、 世 界 各 国 か らの 移 民 が 「溶 け合 っ て」 ア メ リ カ人 とな っ て い くとい う建 国

の 理 想 で あ り、60年 代 か ら は公 民 権 運 動 の影 響 を受 け て、 自 らの ル ー ッ を大 切 に し なが ら ア メ リ カ と

い う多 様 な社 会 を構 成 す る一 員 に な っ て い こ う とす る ア メ リカ ンサ ラ ダの 考 え方 が提 唱 され る よ う に

な っ た 。

2)1973年 、2856人 の英 語 を 母 国 語 と しな い 中国 系 の 学 生 が 、 サ ン フ ラ ン シス コ学 校 区 に在籍 して お り、

そ の うち の1800人 が 、英 語 の 補 講 を受 け て い ない とい う統 計 が 、 訴 訟 の 際 に提 出 され た 。

3)公 民 権 法 、 第6項"ア メ リカ の市 民 は、 連 邦 政 府 の財 政 的援 助 を受 け て い る 、 い か な る プ ロ グ ラ ム に

お い て も、 そ の 人 種 、 皮 膚 の色 、 又 は 出 身民 族 を理 由 と して 、 参 加 を拒 否 され た り、 利 益 を教 授 す る

こ とを 妨 げ られ た りと い っ た差 別 を受 け る こ とを禁 ず る 。

4)U.S.CommissiononCivilRights,ABe亡terChance亡oLearnBilingual-BiculturalEducationよ り引 用

5)JosueM.Gonzalez,"BilingualEducation:IdeologiesofthePastDecade" ,BilingualEducation

6)1973-74年 度 の 日英 バ イ リ ンガ ル プ ロ グ ラム の 生 徒 数 は、3学 年 合 わせ て 、 日本 語 を 母 国 語 とす る 日

本 人17人 、 英 語 を母 国 語 とす る 日系 ア メ リカ人22人 、 そ の他 の 人 種34人 、 総計73人 で あ っ た。

7)小 学 校 は 、 キ ン ダ ー ガ ー デ ンか ら、 始 ま り、 一 年 生 、 二 年 生 と続 く。K-12と い う言 い 方 で 学 校 制 度

をあ ら わす こ とが 多 い が 、 これ は、 キ ン ダー ガー デ ン(小 学 校 最 初 の 学 年)か ら12年 生(高 校 最 終 学
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年)ま でという意味である。

8)サ ンフランシスコ全市か ら生徒がプログラムに参加 してくるため、このスクールバスは、その交通手

段として重要な役割を果たしている。
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